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細胞運動，原形費流動，および組胞形態、の維持の機構に関しては，最近非常に
くわしく，かつまたよく理解されてきている。それ辻退去数年の間にこのよう
な細胞機諸に関与する構造物〈細越内隷維欝造〉に関して，非常に多くの研究が
なされ，これに関する知見に著しい進歩のみられたことに負うところが大きい。
このような構造物は，動植物界に前生する殆んどすべての紹胞に共通で，アクチ
ンやミオシンのような収縮蛋白質，および犠小管や10n訟フィラメントのような
結胞骨格要素からなっている。また，程々の締麹における結抱の型や締強運動の
異常法，器官や組織の病的変化をひき起すことが考えられ，既にこのような要素
の変化と病的変化との関連性が示されている場合がある。“実験病理学の方法と
成果持に関するシリーズのうちの第8巻と第9巻の 2冊においては，収結蛋白質
と綿抱骨惑の議能に関する分野の最近の進歩を捉えると共に，このような要素の
変化と病態との関連性について，第一線の研究者によ担レビューされている。
第8巻においては，細緯生物学の分野が取扱われてお!J，収縮性ならびに骨格
性要素の一般紹胞における役欝が述べられている。第 1の論文では，細起運動が
とP上げられ，アクチンとミオシンに窮しては詳締な展望がなされている。第2
の論文では，細胞摸に焦点が合わせられ，絹胞d注骨務の極性，生化学，ならびに
その紹胞摸との接著に関し述べちれている。第3の論文では，結胞分裂への組臆
骨格の役割が討論されている。第4の論文では非館組E告における非重合型アクチ
ンについて，また第5の論文では陸子発生と形態形成に関する冨が触れられてい
る。
つづく第 9巻においては，組抱の病建生理学に焦点が合わせられ，収経性要素
および綿麹骨搭性要素が，組躍および器官の生理学的性質にどのような役割を演
じているかについて述べられている。この巻では，血小板の装集，クロットの収
縮，ニューロンの活動，捧臓の F組臆と国腎護費における分泌，白皐球の運動，
さらに肺の拡散換気寵の緯持に関して述べられている。また，創傷の治憲，線維 
i民結性の麗寡癌細胞の運動，さらに辻収縮蛋自質の自己抗原としての窮的存用
についても述べられている。
このシリーズの 2巻には，近時進歩の特記著しい細腹内線維の細1m生物学に関
して，ほとんど分野が包揺されており，この方面の進歩を知る上に適時なレビュ
ーである。特に，病的過程におrTる細起内隷維講造の役割に関する摩究は緒につ
いたばかちであるので，この方面の研究には刺識を与えよう。本著ほ現在この方
冨の仕事にたずさわっている研究者，およびこれから研究を始めようとしている
入にとって，一読の必要がある。 色豊田諮)
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